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第 2 部の「実証研究」は 5 つの章から構成されている。第 3 章（研究Ⅰ）では，家族構造
を構成する関係性を捉える最少の因子構造の検討を行った。これまでの研究を参考に項目を
設定し，大学生を対象とした質問紙調査を行った。その結果，「結びつき」「利害的関係」「勢
力」「開放性」という 4 因子構造を抽出した。さらに，この 4 因子の中でも「結びつき」と

































< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
1970年以降から現在までの家族構造の研究では，サルヴァドール・ミニューチンのモデ
ルが尊重され，子どもに対する親の影響力および夫婦間連合の重要性が強調されてきた。し
かしながら，時代の変遷とともに，子どもの人権が尊重される中，健康な家族構造の様相は
時代とともに変容してきている。そのような中で，本研究は，青年期の家族関係に着目し，
青年のストレスが低い状態の基盤となる家族構造を明らかにしたものである。 
本研究の知見は多岐にわたるが，評価すべき第一の点は，夫婦間，父子間，母子間などの
諸関係（サブシステム）を測定し，家族構造を把握する方法を開発したことである。従来，
家族構造の査定は，家族全体を測定していく方法か，あるいは，サブシステムの一つ，ある
いは二つのみを扱った研究を行うかのいずれかであった。本研究は，サブシステムと全体を
同時に査定することで，それらの関連を同時に理解し，どのサブシステムに介入することが
有効であるかという臨床的介入の視点が得られる。同時に，家族関係を捉えるために，少数
で重要な因子を検討し，「結びつき」「勢力」を見出している。この検討は，研究における利
用をこえて，家族アセスメントとしても利用可能である。 
 第二の点は，青年期の子どもの視点により，青年のストレスの低さと関連する家族構造を
一連の研究から明確にしたことである。それは，結びつきが強く，勢力の均衡した家族構造
であった。勢力というのは，相手に与える影響力であり，お互いに同程度影響し合えるとい
うことを意味している。本論文の一部でも取り上げられている摂食障害の問題を持つ青年の
家族療法において，一つの指針となる知見であり，また，伝統的なサルヴァドール・ミニュ
ーチンのモデルを修正していくべき切り口を与えたことも評価に値する。 
 本研究の限界としては，一連の研究が青年期の子どもの視点から捉えられていることであ
る。研究の一貫性の上では重要な統一であったが，今後，親や治療者の視点から，家族構造
を捉えていく研究が必要となる。また，これに関連し，青年のストレスが低い家族構造を一
義的に望ましい家族構造と評価してよいのかは，たいへん難しい問題を残すこととなる。し
かしながら，上述したように，家族構造の新たな査定方法により，一連の安定した結果を示
し，これまでの伝統的なモデルに対して，重要な示唆を与えたことは，評価に値するもので
ある。 
よって，本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
  
